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学位論文の内容の要旨 
 
 
報 告 番 号 
 
乙 第 2766 号 
 
 
氏  名 
 
田中 祥恵 
 
 開放隅角緑内障患者における緑内障点眼薬の眼圧日内変動に与える影響  
 
研究目的 
    原発開放隅角緑内障（primary open angle glaucoma : POAG）患者における、緑内障点眼
薬が眼圧日内変動に与える影響を検討する 
 
研究方法 
  緑内障手術既往の無い治療前と点眼治療中の POAG 患者 61 例 61 眼に、2 日間連続して眼
圧日内変動測定を行った。眼圧測定時刻は 12 時、15 時、18 時、21 時、0 時、6 時、9 時、
12 時、15 時、18 時、21 時、0 時、6 時、9 時の計 14 回。対象を全症例、治療前群、点眼
治療群に分類し、1）眼圧日内変動の再現性、2）眼圧日内変動パターンの解析、3）1 日目
と 2 日目の眼圧日内変動の比較を行った。点眼治療群はさらに緑内障点眼薬の使用数およ
び使用薬剤別に分類し、同様の検討を行った。 
 
 研究結果 
  全症例、治療前群、点眼治療群において、1 日目と 2 日目の各測定時刻における眼圧値の 
再現性は良好であった。眼圧日内変動グラフは、1 日目と 2 日目で同様の傾向を示したが、 
2 日目の方が 1 日目よりも各測定時刻における眼圧値が低い傾向を示した。点眼治療群で 
は夜間の眼圧値が高い傾向がみられたが、治療前群では同様の傾向はみられなかった。個々 
の症例における眼圧日内変動パターンを解析すると、日中型（1日目：54.0％、2日目： 
60.7％）、夜型（1日目：36.1％、2日目：31.1％）、平坦型（1日目：6.6％、2日目：4.9％）、 
二峰型（1日目 3.3％、2 日目：3.3％）であった。1 日目と 2 日目で同じ眼圧日内変動パタ 
ーンを示したものは 67.1％であった。点眼治療群は治療前群に比べ、夜型の眼圧日内変動 
パターンを示す症例の割合が多かった。緑内障点眼薬の薬剤別検討では、プロスタグラン 
ジン（prostaglandin: PG）関連薬、β受容体遮断薬の二剤併用群および PG 関連薬、β受 
容体遮断薬、炭酸脱水酵素阻害（carbonic anhydrase inhibitor : CAI）薬の三剤併用群に」 
おいて、夜間の眼圧値が高い傾向がみられた。 
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考察 
 眼圧日内変動のパターンは個々の症例で異なり、同一症例であってもその再現性は必ずし 
も良いとは限らず、健常人および緑内障患者ともに異なる日に測定した眼圧日内変動の再 
現性は低いとされている。本研究結果では、各測定時刻における眼圧値の再現性は比較的 
良好であったが、個々の症例を眼圧がピークを示す時刻によって 4パターンに分類した場 
合に、1日目と 2日目で同じパターンを示したのは 67.1％で、約 30％の症例は眼圧がピー 
クを示す時間帯が１日目と２日目で異なっていた。このことから、１日のみの測定では、 
眼圧のピークを見誤る可能性があり、日内変動を正確に評価するには複数日の測定が望ま 
しいと考えられた。緑内障患者の眼圧日内変動パターンは複雑で、無治療時は、健常人と 
同様に日中の眼圧値が高く、夜間の眼圧値は低いとの報告があるが、治療中の緑内障患者 
の眼圧変動パターンは治療前とは異なると報告されている。本研究結果では、治療前群で 
は日中型が多く、点眼治療群では夜型の割合が高かった。治療前群と点眼治療群では、眼 
圧日内変動パターンが異なり、緑内障点眼薬が緑内障患者の眼圧日内変動に影響を及ぼす 
ことが示唆された。緑内障点眼薬の薬剤別検討では、PG 関連薬と β受容体遮断薬の二剤 
併用群、PG 関連薬と β受容体遮断薬、CAI 薬の三剤併用群で、夜間の眼圧値が高い傾向 
を示した。PG 関連薬と CAI 薬では 24時間を通して眼圧下降させるが、β受容体遮断薬は 
夜間の房水産生を抑制することができないため、夜間の眼圧値が高い傾向を示してしまう 
と推察された。 
 
結論 
緑内障患者の眼圧日内変動は使用している緑内障点眼薬の影響を受けていると考えられ 
た。眼圧日内変動をより正確に把握するには複数日の眼圧日内変動測定が望ましいことが 
示唆された。 
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論文題名 
Effects of several anti-glaucoma medications on the circadian intraocular 
pressure (IOP) fluctuations in the patients with primary open angle 
glaucoma (POAG) 
（開放隅角緑内障患者における緑内障点眼薬の眼圧日内変動に与える影響） 
結果の要旨 
緑内障性視神経症は進行性の不可逆的視野障害を引き起こす疾患で、本邦における中途
失明原因の第 1 位を占める。緑内障の発症、進行には眼圧が強く関わっており、最近では
24時間を通した眼圧コントロールが非常に重要と考えられている。 
本研究では、緑内障病態と緑内障治療における眼圧日内変動の意義を検討し、開放隅角
緑内障(POAG)患者の眼圧日内変動は使用している緑内障点眼薬の影響を受けていること
と個々の緑内障患者の眼圧日内変動をより正確に把握するには複数日の眼圧日内変動測定
が望ましいという結論が得られた。従って、本研究は、2日間の眼圧日内変動検査が POAG
患者の病勢の把握と治療方針決定に重要であることを科学的に示したもので、医学博士授
与に値する研究成果であるとの評価を審査委員全員から頂いた。 
 
